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～平成10年度金木町文化賞受賞者一覧表～ 

氏名・団体名 学校名（所属） 出 場 大 会 名 及 び入 賞状況等 

今 	洋 介 喜良市小学校6年 社会を明るくする運動 作文コンテスト 県保護司連盟会長賞 

白 	川 	さっき 金木中学校2年 社会を明るくする運動 作文コンテスト 県更正保護婦人連合会長賞 

原 田 兼 治 青森県書道展（平成 9年度） 奨励賞受賞 

嘉瀬奴踊り愛好会 嘉瀬奴踊り愛好会 北のB ON踊りフエスタ 知事賞 

金木さなぶり荒馬保存会 金木さなぶり荒馬保存会 
金木町の無形文化財である金木さなぶり荒馬踊りの伝承活動を行う。 

（金木小学校、金木地区子ども会） 

金木登山ばやし保存会 金木登山ばやし保存会 喜良市地区子ども会に横笛、太鼓の伝承活動を永年指導する。 

金 木 短 歌 会 金 木 短 歌 会 
金木短歌会は西北五1市 5町で開催される県下短歌会に会員を参加さ
せ、毎年入賞者を出しているほか、会員が町の広報で短歌を紹介し、 
町の文化発展に対する高揚を図る。 

金 木 俳 句 会 金 木 俳 句 会 
金木俳句大会及び県下俳句大会（22回）を開催し、町の文化発展に寄与

する。 

沢 田 薫（一歩） 金 木 俳 句 会 
俳誌「鳴子」13号まで発刊、俳詩「鬼灯」 5号まで発刊する。又、県
下金木俳句大会は今年度で22会開催され、金木町の地域振興と文化活
動に永年寄与された功績は誠に大である。 

嘉瀬奴踊り保存会 

嘉瀬奴踊り保存会 
金木町の無形文化財である嘉瀬奴踊りの伝承活動を行う。 

（嘉瀬小、金木南中の児童生徒を主に指導） 

成 田 	太 

鳴 海 ソ ナ 

沢 	田 	ョ 	シ 

山 	中 	ミチ工 

秋 元 光 子 

黒 川 ッ ル 

楼 庭 利 弘 楼 庭 美 術 館 
昭和45年独立展入選以来（平成 9年まで）連続出品（東京都美術館） 
昭和49年スペイン美術賞品展出品（スペイン、バルセロナ美術館） 
優秀賞受賞 その他個展を40回開催する。 



平成10年度金木町スポーツ賞 66人 
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～平成10年度金木町スポーツ賞受賞者一覧表～ 

氏 	名 学校名（所属） 氏 	名 学校名（所属） 氏 名 学校名（所属） 

小山内実和子 金木小学校 1年 鳴海 	梓 金木中学校 1年 大橋 昇平 2年 

野上 	怜 2年 角田 陽子 1年 其田 和也 金木中学校 2年 

津島 祐希 3年 エ藤 	綾 ク 1年 田中 隆太 2年 

竹内 克明 6年 白川明日香 1年 佐藤 剛大 金木南中学校 3年 

エ藤 健介 6年 吉村美登利 ク 1年 沢田 匡希 東奥義塾高校 3年 

飯塚 	緑 嘉瀬小学校 6年 斉藤 雄太 ク 3年 エ藤 倫子 五所川原商業高校1年 

新岡 秀― 金木中学校 2年 前田 英靖 3年 深田 佳奈 3年 

中村 陽仁 3年 秋田 寛己 3年 鳴海 静子 3年 

田中 誠純 3年 泉谷 	― 3年 原田 晃 五所川原農林高校 2年 

松尾 大志 2年 野宮 健司 3年 増田 匡紀 3年 

長尾 和明 3年 鳴海 克哉 3年 小松 大也 ク 	3年 

小山内恵美 3年 深田 大介 ク 3年 白川 大貴 五所川原第一高校 2年 

白川理香子 ク 3年 工藤 公嗣 3年 小林 英稔 3年 

相馬麻衣子 3年 成田 哲也 3年 宮崎 秀人 五所I'源工業高校2年 

白川未奈子 3年 白川 貴大 3年 山中 治樹 3年 

野宮 結衣 3年 其田 享大 3年 大橋 央佳 青 森 大 学 

其田 香菜 3年 泉谷 貴教 3年 白川 豊仁 ク 

白川 	舞 2年 成田 達哉 3年 工藤 勇蔵 金木町体育協会 

中谷 	泉 2年 三潟 哲朗 2年 鳴海 幸憲 金木中学校（用務員） 

白川さっき 2年 成田 達哉 2年 秋元 裕教 金木中学校教諭 

福士 由夏 2年 泉谷 尚緩 2 年 秋元 洋子 金木町体育協会 

沢田 	昌江 2年 野宮 大嵩 2年 小野 義昭 金木町スポ一ッ少年団 
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仲間たちの声援を受けながら 
エッジを利かせ、そう快に滑る 

子供たち 

入賞者には成田教育長が

賞状とメダルを授与 

表 彰 

家族の応援の中、懸命にゴールを

目指すチビッコたち 
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キ
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大
会

結
果

（
敬
称略）
 

【回
 
転
】
 

＠
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第
一
位
 
封
馬
 
祐
季

（嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
今
 

篤
（
喜
良
市
）
 

⑥
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
内
海
 
将
二
（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
木
下
 
慈
大
（
嘉
瀬
）
 

第
「
位
 
鈴

木
 

遼
（
嘉
瀬
）
 

＠
小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
松
川
幸
祐
樹
（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
斎
藤
 
彬
宏

（
喜
良市
）
 

第
」
圧
 
阿

部
 
昌
太
（
嘉
瀬
）
 

⑥
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
木
村
 

翼
（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
鳴
海
 

玄
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
櫛
引
 
孝
行
（
嘉
瀬
）
 

⑨
小
学
校
低
学
年
女
子
 

第

一
位
 
土
岐
の
ぞ
み
（
嘉
瀬
）
 

⑨
小
学
校
四
年
女
子
 

第
一
位
 
原
田
 

舞
（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
今
 

幸
子
（
嘉
瀬
）
 
 第

三
位
 
津
田
 
沙
織

⑨
小
学
校
五
年
女
子

第
一
位
 
今
 

綾
乃

第
二
位
 
津
田
 
悠
乃

⑨
小
学
校
六
年
女
子

第
一
位
 
封
馬
 
紗
梨

第
二
位
 
木
下
 
美
穂

第
三
位
 
山
中
 
春
奈
 

【距
 
離
】
 

＠
小
学
校
低
学
年
男
子

第

一
位
 
黒
川
 
友
喜

第
二
位
 
伊
藤
 
尚
仁

第
三
位
 
工
藤
 
淳

⑥
小
学
校
四
年
男
子

第

一
位
 
工
藤
 
剛
志

第
二
位
 
泉
谷
 
新
伍

第
三
位
 
野
宮
 
大
喜

⑥
小
学
校
五
年
男
子

第

一
位
 
中
谷
 

亮

第
二
位
 
中
谷
 
泰
成
 
 （嘉

瀬
）
 

（喜
良
市
）
 

（嘉
瀬
）
 

（嘉
瀬
）
 

（
嘉
瀬
）
 

（嘉
瀬
）
 

（嘉
瀬
）
 

（嘉
瀬
）
 

（川
倉
）
 

（川
倉
）
 

（川
倉
）
 

（喜
良
市
）
 

（川
倉
）
 

（川
倉
）
 

(
 

(
 



ジ
 
ャ
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プ
 

竜
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響 

オリンピックに出場した 

古川選手はここで鍛えられ、 

チャンスをものにした。 

頑張れ一未来の 

「日の丸飛行隊」目指し 

ちょっと一休み 

身が縮むほど寒かった

この日、豚汁の味が格

別うまく感じ体を温め

てくれた。 

(
 

第
三
位
 
秋
元
 
拓
真
（
金
木
）
 

⑥
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
工
藤
 
和
紀
（
川
倉
）
 

第
二
位
 
工
藤
 
健
介

（
金木
）
 

第
三
位
 
白
川
 
遼
介

（川
倉
）
 

⑥
小
学
校
低
学
年
女
子
 

第

一
位
 
山
中
 
琴
未
（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
津
田
亜
里
紗
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
川
嶋
 
理
奈
（
金
木
）
 

＠
小
学
校
四
年
女
子
 

第

一
位
 
川
嶋
 
麻
耶
（
金
木
）
 

第
二
位
 
工
藤
 
沙
希

（
金木
）
 

第
三
位
 
工
藤
 
琴
栄
（
川
倉
）
 

＠
小
学
校
五
年
女
子
 

第
一
位
 
其
田
和
可
菜
（
川
倉
）
 

第
二
位
 
泉
谷
 
愛
美
（
川
倉
）
 

第
三
位
 
小
林
 

恵
（
金
木
）
 

＠
小
学
校
六
年
女
子
 

第
一
位
 
泉
谷
由
李
香
（
川
倉
）
 

第
二
位
 
今
 
絵
里
加
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
秋
田
 
梨
夏
（
川
倉
）
 

0
中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
鎌
田
 
千
秋
（
南
中
）
 

＠
高
校
・
一
般
男
子
 

第

一
位
 
棟
方
 
美
暢
（
自
衛
隊
）
 

第
二
位
 
原
田
 
靖
大
（
短
大
生
）
 

第
三
位
 
古
川
 
秀
忠
（

一
般
）
 

⑨
高
校
・
一
般
女
子
 

第

一
位
 
成
田
 
真
弓
 

（嘉
小
教
諭
）
 
 

【
ジ
ャ
ン
プ
】
 

＠
小
学
校
低
学
年
 

第
一
位
 
封
馬
 
祐
季

（
嘉
瀬）
 

第
二
位
 
松
川
 
誉
志
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
三
上
 
健
悟
（
嘉
瀬
）
 

⑨
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
木
下
 
慈
大

（
嘉
瀬）
 

第
二
位
 
内
海
 
将
二
（
嘉
瀬
）
 

⑨
小
学
校
五
年
男
子
 

第

一
位
 
木
下
 
幸
輔

（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
松
川
幸
祐
樹
（
嘉
瀬
）
 

＠
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
鳴
海
 
玄

（
嘉
瀬）
 

第
二
位
 
櫛
引
 
孝
行

（嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
高
橋
 
一
喜

（
嘉
瀬
）
 

⑥
中
学
校
男
子
 

第
一
位
 
今
 

泰
人

（
南
中）
 

第
二
位
 
野
呂
 
卓
司
（
南
中
）
 

⑨
高
校
・

一
般
 

第
一
位
 
棟
方
 
美
暢
（
自
衛
隊
）
 

第
二
位
 
原
田
 
靖
大

（
短
大生
）
 

【
リ
レ

ー
】
 

⑥
小
学
校
男
子
 

第
一
位
 
川
倉
小
学
校

A
 

第
二
位
 
金
木
小
学
校

A
 

第
三
位
 
川
倉
小
学
校

B
 

＠
小
学
校
女
子
 

第
一
位
 
川
倉
小
学
校

第
二
位
 
金
木
小
学
校

第
三
位
 
嘉
瀬
小
学
校
 



ト
受
賞
を
喜
ぶ
今
君
と
関
係
者
 

ト
笑
顔
を
み
せ
る
白
川
さ
ん
た
ち
 

一
 

一
 

金
木
町
農
業
者
年
金
協
会
 

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

5

小
・
中
学
生
が
入
賞

5
 

▲大勢の人たちが集まり節目を祝う 

近
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
 

雪
片
付
け
に
も
支
障
を
来
し
て
い
 

2
0周
年
記
念
 

金
木
町
農
業
者
年
金
協
会

（
会

長

H
古
川
幸
治
）
の
創
立
二
十
周

年
記
念
式
典
が
三
月
五
日
、
小
田

川
温
泉
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
会
員

の
人
た
ち
や
関
係
者
ら
約
二
百
人

が
出
席
し
、
節
目
の
年
を
祝
う
と

と
も
に
会
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。
 

式
典
で
は
、
功
労
者
へ
の
感
謝

状
や
新
規
加
入
者
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
二
十
年
の
歩
み
を
説
明
し
 

る
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
の

除
雪
を
二
月
十
六
日
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
と
町
職
員
が
行

い
ま
し
た
。
 

作
業
に
当
た
っ
た
職
員
十
五
人

は
二
班
に
分
か
れ
、
町
内
の
十
五

独
居
世
帯
を
訪
問
。
屋
根
に
積
も

っ
た
約
大

O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余

り
の
雪
を
ス
コ
ッ
プ
で
落
と
し
た
 

(
 

た
後
、
鳴
海
町
長
が
「
農
業
離
れ

が
進
む

一
方
、
頑
張
っ
て
い
る
皆

さ
ん
は
今
後
も
魅
力
あ
る
農
業
の

実
現
に
向
け
て
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
 

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

農
業
に
携
わ
る
人
た
ち
の
老
後

の
生
活
安
定
の
た
め
に
と
昭
和
五

十
三
年
に
創
立
さ
れ
た
同
会
は
、
 

発
足
時
は
四
百
八
十
三
人
の
会
員

で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
八
年
か
ら

は
配
偶
者
と
一
緒
に
女
性
も
加
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
五

百
七
十
人
余
り
が
会
員
で
、
女
性

加
入
者
の
感
心
が

一
層
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
 

り
、
玄
関
周
辺
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ

を
使
っ
て
手
際
よ
く
片
付
け
て
い

ま
し
た
。
 

除
雪
を
し
て
も
ら
っ
た
蒔
田
の

大
橋
ッ
ネ
さ
ん

（
八十
歳
）
は
、
 

「玄
関
前
の
雪
は
自
分
で
も
で
き

る
が
、
屋
根
の
雪
は
無
理
。
大
変

助
か
り
ま
し
た
」
と
、
感
謝
し
な

が
ら
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
で
六
回
目
を
迎
え
た
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
喜
良
市
小
六
年
の

今
洋
介
君
が
県
保
護
司
連
盟
会
長

賞
（
な
の
は
な
賞
）
、金
木
中
二
年

の
白
川
さ
つ
き
さ
ん
が
県
更
生
保

護
婦
人
連
盟
会
長
賞
（
こ
す
も
す

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
 

小
・
中
学
生
を
対
象
に
作
文
募
集

を
行
っ
た
も
の
で
、
県
下
十
二
保

護
区
中
、
七
保
護
区
か
ら
五
十
八
 
 点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
君
は
 
「明
る
い
社
会
に
な
る

た
め
に
」
と
題
し
、
未
成
年
者
の

犯
罪
に
焦
点
を
当
て
、
命
の
大
切

さ
、
冷
静
に
善
悪
の
判
断
を
す
る

こ
と
な
ど
を
書
き
記
し
、
ま
た
白

川
さ
ん
は
 
「明
る
く
温
か
い
家
庭

を
つ
く
る
た
め
に
」
と
題
し
て
、
 

老
い
て
い
く
祖
父
と
の
生
活
の
中

で
温
か
い
家
庭
づ
く
り
と
は
何
か
、
 

自
分
の
将
来
像
と
重
ね
合
わ
せ
た

作
文
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
 

mHmlHi 広報かなぎ ⑥ 

ま
 
ち
 
の
 
で
 
き
 
こ
 
と
 

▲大粒の汗をかきながら除雪する職員 

社
協
・
町
職
員
 

お
年
寄
り
宅
の
雪
片
付
け
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も
う
す
ぐ

一
年
生
ー
 

ー
金
木
小
で

一
日
体
験
入
学
ー
 

地
吹
雪
体
験
に

一
役
 

5

ふ
み
だ
わ
ら
寄
贈
5
 

‘
入
学
を
待
ち
遠
し
そ
う
に

先
生
の
話
を
聞
く
園
児
ら
 

ト
職
員
の
指
導
で
、

ゼ
リ
ー
作

り
を
し
て
い
る
組
合
員
ら
 

今
年
四
月
、
小
学
校
に
入
学
す

る
子
供
た
ち
の
「
一
日
体
験
入
学
」
 

が
二
月
十
六
日
、
金
木
小
学
校
 

（
校長
」
蝦
名
昭
逸
）
で
行
わ
れ
、
 

町
立
第

一
、
第
二
保
育
所
と
金
木

幼
稚
園
の
幼
児
五
十
二
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

ニ
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
た
子
供
た

ち
は
、
ト
イ
レ
の
利
用
の
仕
方
を

教
わ
っ
た
り
、
全
員
が
体
育
館
で

駆
け
っ
こ
し
た
り
、
 
「
一
年
生
に
 

梅
を
使
っ
た
特
産
品
開
発
に
力

を
入
れ
て
い
る
梅
加
工
販
売
組
合
 

（
組
合長
H
白
川
春
雄
）
で
こ
の
ほ

ど
、
清
涼
飲
料

「う
め
ロ
マ
ン
」
 

に
続
く
新
た
な
商
品
と
し
て
、
梅

ゼ
リ
ー
や
ジ
ャ
ム
の
試
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
 

白
川
組
合
長
ら
六
人
が
、
平
賀

町
に
あ
る
県
の
施
設
「
つ
が
る
農

産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
れ
、
 

セ
ン
タ
ー
職
員
の
指
導
で
果
肉
の
 
 な

っ
た
ら
友
達
百
人
で
き
る
か
な

あ
…
」
と
、
元
気
良
く
歌
を
歌
っ

た
り
し
て
新
し
い
友
達
と
も
打
ち

解
け
て
い
ま
し
た
。
第
一
保
育
所

の
白
川
康
靖
く
ん
は
「
小
学
校
に

入
っ
た
ら
野
球
を
や
り
た
い
」
と
、
 

入
学
を
待
ち
遠
し
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
父
母
ら
に
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
方
法
や
給
食
関
係
の

話
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
 

煮
方
や
ゼ
リ
ー
を
作
る
時
の
糖
分

量
な
ど
、
決
め
細
や
か
な
説
明
を

受
け
て
数
種
類
を
作
り
上
げ
、
試

食
を
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
味
の

違
い
を
比
べ
て
い
ま
し
た
。
 

「
梅は
体
に
い
い
の
で
、
子
供

た
ち
に
も
食
べ
や
す
い
も
の
に
仕

上
げ
た
い
」
と
話
す
加
工
組
合
で

は
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
 
「近
い
将

来
の
特
産
品
に
し
た
い
」
と
、
は

り
き
っ
て
い
ま
す
。
 

嘉
瀬
上
小
栗
崎
の
松
川
チ
ョ
さ

ん

（
七十
七
歳
）
が
こ
の
ほ
ど
、
 

昔
な
が
ら
の
生
活
用
具
「
ふ
み
だ

わ
ら
」
を
作
り
、
津
軽
地
吹
雪
会
 

（代
表
」
角
田
周
）
に寄
贈
し
ま
し

た
。
 

畑
仕
事
が
趣
味
と
い
う
松
川
さ

ん
は
、
雪
が
降
り
積
も
る
時
期
、
 

仕
事
の
合
間
に
稲
わ
ら
を
使
っ
て

草
履
な
ど

一
昔
前
の
民
芸
品
を
手

作
り
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
テ

レ
ビ
画
面
の
向
こ
う
で
「
地
吹
雪

体
験
ッ
ア
ー
」
が
放
映
さ
れ
て
い

る
の
を
見
た
時
、
使
わ
れ
て
い
た
 

「
ふ
み
だ
わ
ら
」
が
ほ
こ
ろ
ん
で

い
た
の
に
気
が
付
き
、
新
し
い
も

の
を
贈
り
た
い
と
作
業
に
取
り
か
 
 か

り
ま
し
た
。
完
成
し
た
も
の
の
 

「使
っ
て
も
ら
え
る
か
し
ら
」
と
、
 

戸
惑
っ
て
い
た
時
に
偶
然
に
も
知

り
合
い
の
地
吹
雪
会
の
ス
タ
ッ
フ

の
一
人
の
方
と
会
い
、
話
を
し
た

と
こ
ろ
快
い
返
事
を
も
ら
い
手
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

松
川
さ
ん
は
「
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
物
を
失
わ
な
い
よ
う
、
時
間

が
あ
る
時
に
い
つ
も
作
っ
て
い
ま

す
。
使
っ
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た

い
気
持
ち
で
す
」
と
話
し
、
地
吹

雪
会
の
角
田
さ
ん
も
「
二
月
二
十

六
、
二
十
七
日
に
あ
る
今
シ
ー
ズ

ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
使
わ
せ
て
も

ら
い
ま
す
」
と
、
即
戦
力
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

「う
め
ロ
マ
ン
」
に
続
け
 

新
作
に
取

り
組
む
 
ー
梅
加
工
販
売
組
合
ー
 

A完成したふみだわらを 
手にする松I'はん 



生
家
「
旧
津
島
邸
」
は
、
太
宰
作

品
と
共
に
、
興
味
深
い
問
題
が
数
々

あ
り
ま
す
。
今
回
は
要
望
も
あ
り
、
 

旧
津
島
家
の
建
築
費
に
つ
い
て
再
考

し
て
み
ま
し
た
。
 

【
大
邸
宅
】
 

明
治
三
十
七
年
、
津
島
家
は
県
内

長
者
番
付
の
第
四
位
を
誇
る
 
「県
下

有
数
の
地
主
」
で
し
た
。
 

父
源
右
衛
門
は
、
曾
祖
父
惣
助
の

一
周
忌
過
ぎ
、
邸
宅
の
新
築
に
着
手

し
ま
す
。
規
模
に
お
い
て
は
県
内
第

一
を
誇
る
佐
々
木
嘉
太
郎
家
を
、
構

造
に
お
い
て
は
生
家
松
木
家
を
そ
れ

ぞ
れ
模
倣
し
、
建
築
は
弘
前
市
の
堀

江
組
に
設
計
・
施
工
を
依
頼
し
ま
す
。
 

明
治
三
十
九
年
五
月
着
工
し
、
翌
四

十
年
六
月
二
十
一
日
に
落
成
し
て
い

ま
す
。
 

作
品
「
苦
悩
の
年
鑑
」
に
、
「
父
は

ひ
ど
く
大
き
い
家
を
建
て
た
。
風
情

も
何
も
無
い
、
た
だ
大
き
い
の
で
あ

る
。
間
数
が
三
十
ち
か
く
も
あ
る
で
 

ろ
 

あ
ら
う
…
。
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
階

下
十
一
室
二
百
七
十
八
坪
、
二
階
八

室
百
十
六
坪
、
付
属
建
物
や
泉
水
庭

園
及
び
前
庭
を
合
わ
せ
て
宅
地
六
百

八
十
坪
、
赤
い
屋
根
が
そ
び
え
て
い

る
和
洋
折
衷
の
大
邸
宅
で
す
。
 

【
2
万
円
と
4
万
円
説
】
 

福
島
県
二
本
松
市
の
松
本
さ
ん
と

い
う
方
か
ら
、
 
「福
島
県
下
の
新
聞

記
事
で
、
旧
津
島
家

（
斜陽
館
）
の

建
築
費
に
つ
い
て
、
A
新
聞
が
二
万

円
、
B
新
聞
が
四
万
円
と
ま
っ
た
く

違
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ど

ち
ら
が
正
し

い
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
…
。」
と
い
う
質
問
状
が
役
場
 

に
届
き
、
教
育
委
員
会
に
回

っ
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
な
 

り
の
考
え
を
ま
と
め
て
返
送

し
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
納

得
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
す
。
 

今
回
は
、
か
な
り
の
時
間

を
か
け
て
再
調
査
し
て
み
ま
 

し
た
が
、
証
明
で
き
る
文
書
 

記
録
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
新
し
い
書
籍
に
は
四
 

万
円
が
定
説
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
古
い
書
籍
に
は
二
万
円
 

説
も
四
万
円
説
も
あ
り
ま
せ
 

ん
。
 

太
宰
没
後
、
津
島
家
成
立
の
研
究

書
に
は
、
亀
井
勝
一
郎
氏
、
益
子
道

江
氏
、
奥
野
建
男
氏
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
官
一
氏
が
 

「太
宰
治
と
津
島
家
の
問
題
」
（
昭
和

三
五
）
、そ
し
て
相
馬
正

一
氏
が
「太

宰
治
と
「
家
」
の
問
題
I
」
（
昭
和
三

七
）
を
論
及
し
、
後
の
 
「若
き
日
の
 
 太

宰
治
」
で
津
島
家
の
成
立
過
程
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究

書
で
も
、
 
「莫
大
な
金
を
投
じ
て
大

邸
宅
の
新
築
を
始
め
た
」
と
書
い
て

い
る
だ
け
で
す
。
こ
の
ほ
か
『
棟
梁

堀
江
佐
吉
伝
」
「
津
軽
の
洋
風
建
築
」
 

の
書
籍
に
も
、
建
築
費
の
記
述
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

【
3
枚
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
】
 

い
ま
、
手
元
に
 
「旅
館
斜
陽
館
」
 

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ー
枚
と
、
 
「金
木

町
」
作
成
の
新
・
旧
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

二
枚
が
あ
り
ま
す
。
「旅
館
斜
陽
館
」
 

の
方
は
、
昭
和
五
十
四
、
五
年
こ
ろ

作
成
と
古
い
よ
う
で
す
。
 こ
れ
に
は
、
 

「当
時
の
お
金
で
工
費
四
万
円
（
当
時
、
 
 

米
七
千
俵
）
を
か
け
て
造
ら
れ
た
も

の
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
前

社
長

・
黒
滝
さ
ん
は
 
「木
立
民
五
郎
、
 

白
川
兼
五
郎
、
中
谷
幸
一
氏
ら
と
調

査
・
検
討
し
た
結
果
、
四
万
円
に
落

ち
着
い
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
 
町

の
古
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
 
「当

時
二
万
円
を
か
け
た
豪
邸
」
と
、
記

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
 
「二
十

年
前
こ
ろ
か
、
資
料
が
無
い
の
で
古

老
や
関
係
者
に
聞
い
て
、
二
万
円
に

し
た
の
を
継
続
し
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
の
説
も
、
そ
れ

を
裏
付
け
る
決
定
的
な
「
文
書
」
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
後
者
の
一
一

万
円
説
が
、
福
島
県
A
新
聞
の
記
事

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
昭
和
．ん
十
五
年
九
月
、
朝
日
新

聞
が
青
森
版
に
 
「津
島
家
」
と
題
し

て
連
載
を
始
め
ま
す
。
同
年
九
月
三

日
の
二
回
目
に
「
建
築
費
は
、
当
時

の
カ
ネ
で
総
額
四
万
円
、
米
の
値
段

に
し
て
七
千
俵
だ
っ
た
と
い
う
」
と

掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
は
、
 

地
道
な
資
料
集
め
と
聞
き
書
き
に
頼

っ
て
ま
と
め
た
と
あ
り
、
四
万
円
説

を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
後
に
 

「津
島
家
の
人
々
」
と
し
て
発
刊
し

て
い
ま
す
。
 

【
比較
資
料
】
 

次
に
、
比
較
資
料
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、
五
所
川
原
の
「
概
脅

こ
と
、
佐
々
木
嘉
太
郎
氏
の
邸
宅
で

す
。
明
治
二
十
七
年
十
二
月
に
起
エ
 
 し

、
明
治
二
十
九
年
三
月
に
竣
工
。
 

建
坪
約
九
百
坪
、
建
築
費
は
十
余
万

円
（
当
時
、
米
換
算
二
万
五
千
俵
余
）
 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
弘
前
市
「
第
五
十
九
銀
行
」
 

は
、
明
治
三
十
五
年
四
月
着
手
、
明

治
三
十
七
年
十
一
月
に
落
成
し
て
い

ま
す
。
こ
の
建
物
の
総
工
費
は
、
」ハ

万
七
千
七
百
余
円

（
米
一
万
二
千
俵

余
）
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
布
嘉

邸
・
第
五
十
九
銀
行
と
も
、
堀
江
佐

吉
の
設
計
施
工
で
あ
り
、
そ
の
規
模

か
ら
比
較
し
て
四
万
円
と
い
う
の
は
、
 

か
な
り
近
い
額
だ
と
思
う
の
で
す
。
 

青
森
県
農
業
総
覧
に
、
明
治
四
十

年
の
米
価
は
、
 一
石
十
四
円
八
十
銭

と
あ
り
ま
す
。
換
算
す
る
と
一
俵
五

円
九
十
二
銭
に
な
り
ま
す
。
七
千
俵

と
し
て
計
算
す
る
と
、
四
万

一
千
四

百
四
十
円
に
な
り
ま
す
。
確
証
の
文

書
が
無
い
に
し
て
も
、
四
万
円
と
い

う
の
は
か
な
り
妥
当
な
数
字
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

相
馬
正
一
氏
は
、
 
「評
伝
太
宰
治

改
訂
版
」
（
平
成七

・
二
）
に
「
四
万

円
の
大
金
を
投
じ
て
邸
宅
の
新
築
に

と
り
か
か
っ
た
」
と
、
初
め
て
明
記

し
て
い
ま
す
。
 

最
新
版
の
「
金
木
町
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
 
にも
、
四
万
円
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
1
1で
、
旧
津
島
家
の
建
築

費
が
当
時
の
お
金
で
四
万
円
と
い
う

こ
と
で
共
通
化
さ
1
1、
定
説
化
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▲太宰は小説「津軽」の中で松木家に立ち
寄った際のことを「お庭の木石の配置な
ども、どこやら似ている」と記している。 
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(
 

な
ぜ
か
今
、
ワ
イ
ン
。
特
に
赤

ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
な
の
で
す
。
 こ
の

火
付
け
役
と
な
っ
た
の
が
ョ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
飲
酒
家
の
多
い
フ
ラ
ン

ス
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

で
は
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
？
 

「
フ
レ
ン
チ
パ
ラ
ド
ク
ス
」
 
こ
の
 
 

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
図
1
に
示
し
ま
す
が
、
 

肉
の
消
費
量
や
乳
脂
肪
の
消
費
量

の
多
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
な
ぜ
か

心
疾
患
の
死
亡
率
が
同
じ
ョ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
よ
り
少
な
い
。
動
脈
硬

化
を
促
進
す
る
と
さ
れ
る
食
品
を
 
 多

く
摂
取
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
？
・

動
脈
硬
化
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
 

ル
の
う
ち
の
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
 

ー
ル
が
酸
化
さ
れ
、
血
液
を
流
れ

る
管
で
あ
る
動
脈
壁
を
傷
害
し
、
 

病
巣
で
あ
る
ア
テ
ロ

ー
ム
を
形
成
。
 

こ
こ
に
血
小
板
と
か
血
栓
が
附
渚

し
て
血
管
内
腔
を
狭
さ
く
し
閉
塞

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る
。
 

こ
うそ
く
 

頭
の
血
管
が
閉
塞
す
る
と
脳
梗
塞
、
 

心
臓
の
血
管
が
閉
塞
す
る
と
心
筋

梗
塞
と
な
る
。
 

で
は
、
ど
う
し
て
ワ
イ
ン
な
の

か
？
・
 
図2
に
示
し
た
の
が
ワ
イ

ン
の
消
費
量
。
ご
覧
の
通
り
ワ
イ
 
 ン

の
摂
取
量
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
中
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
圧
倒
的
に

多
い
。
し
か
も
心
疾
患
の
死
亡
率

が
低
い
。
 こ
の
現
象
が
「
フ
レ
ン

チ
パ
ラ
ド
ク
ス
」
な
の
で
す
。
心

疾
患
の
死
亡
率
の
低
さ
の
理
由
は
、
 

最
近
の
研
究
か
ら
ぶ
ど
う
の
皮
に

含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
エ
ノ
ー
ル
が
L
 

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
を

抑
制
し
、
こ
の
こ
と
が
動
脈
硬
化

の
進
行
を
抑
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
赤

ワ
イ
ン
ブ

ー
ム
の
医
学
的
な
根
拠

な
の
で
す
。
 ポ
リ
フ
エ
ノ
ー
ル
の

各
種
飲
料
中
の
含
有
量
は
図
3
に
 
 示

し
ま
す
が
圧
倒
的
に
赤
ワ
イ
ン

が
多
い
。
ま
た
消
化
管
か
ら
の
吸

収
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の

一
日
量
は
グ
ラ
ス
二

、
 

三
杯
ま
で
。
そ
れ
以
上
を
摂
取
す

る
と
図
4
の
よ
う
に
非
冠
動
脈
疾

患
死
が
増
加
し
て
逆
に
死
亡
率
を

上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ほ
ど
ほ
ど

の
心
が
必
要
の
よ
う
で
す
。
 

楽
し
く
ア
ル
コ
ー
ル
を
噌
む
。
 

お
刺
身
や
桃
酢
の
き
い
た
肴
、
気

の
合
う
人
と
と
も
に
赤
ワ
イ
ン
や

ロ
ゼ
の
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
飲
み
、
 一

日
の
疲
れ
を
い
や
す
の
も
健
康
に

は
よ
い
提
案
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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この欄は、金木町に住所を

有している方々を掲載して

います。掲載を希望しない

方は町民課窓口に届出の際

申し出てください。 

2月末現在 前年同月比 

男 5, 830人 △ 43人 

女 6,403人 △ 50人 
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里 穂 美智子 
元気に健やかに育ってほし 元気で明るく素直な子に育 
い （母 純子） ってほしい（母マリ7・マドンナ） 

~へ 
、碕 ！ 

」
 
些
 
、

阜
 

事編
・

、
 
嚇
  

，

『
 

 

r
  

ゆう せい み 	かる 

悠 生 未 	揮 
悠々とたくましく育ってほ 動物を愛する優しい子にな 
しい 	（母 	しのぶ） ってほしい 	（母 直子） 

金木営林署が津軽森林管理署金木支署に 

国有林野事業改革の一環で金木営林署が3 月 1日か

ら、津軽森林管理署の金木支署に名称を変更して再ス

タートを切りました。 

金木営林署は明治19年 7 月、喜良市小林区署として

発足以来、幾多の変遷を繰り返しながら昭和 7 年、金

木町に移転し金木営林署と改称され、ヒバ林を中心に

県内営林署管内でも有数の収入実績を誇っていました。 
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一
一月
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日
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●

一
一月
五
日
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室
（
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新
町
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人
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時
計
 

●

二
月
十
七
日
 

青
森
銀
行
金
木
支
店
駐
車
場
 

家
の
鍵
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
 

察
署
落
し
物
係
ま
で
。
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い
方
は
役
場
企
画
室
ま
で
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